
2015 年度 小委員会活動成果報告 
（2016 年 2 月 6 日作成） 

小委員会名 海外組積造耐震化小委員会 主 査 名：花里利一 
就任年月：2015 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（壁式構造運営委員会） 

委員長名：緑川光正 
主 査 名：勅使川原正臣 

設 置 期 間    2015 年 4 月  ～  2019 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

国内外の研究機関、国際機関等による活動とその成果に関する情報と知見の共

有化を図りつつ、以下の目的で活動を行う。 
・途上国組積造住宅の地震災害軽減化を目的とした英文技術資料の出版。 
・海外の既存組積造を対象として途上国住宅建築、歴史的建造物、組積造帳壁を

対象とし、地震国における組積造構造の耐震安全性を確保するための補強技術

に関する実用的な英文技術ガイドの作成。 
・災害委員会と連携した、組積造建物を主とする海外巨大地震災害調査。途上国

住宅に関する技術資料や既存組積造の補強に関する技術ガイドの活用。 
初年度：途上国組積造住宅の地震災害軽減化を目的とした英文技術資料の出版に

向けた編集。 
２年度：初年度に編集した英文技術資料の出版。既存建物の耐震補強技術の国内

外実例データベースの作成。補強効果に関する評価指標の提示と資料収集。 
３年度：既存組積造建造物の耐震補強法に関する英文技術ガイドの作成方針決定

と原稿の執筆作業。 
４年度：既存組積造建造物の耐震補強法に関する英文技術ガイドの編集。大会等

ＰＤの開催による成果の公表、出版に向けた作業の開始。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

主査：花里利一 
幹事：黒木正幸、前島彩子、山口謙太郎 
委員：今井弘、菊池健児、北茂紀、真田靖士、谷昌典、崔琥、中川貴文、中村友紀子、楢

府龍雄、松崎志津子、箕輪親宏 
設置 WG 

（WG 名：目的）  

2015 年度予算 200,000 円 ホームページ公開の有無：無 
委員会 HP アドレス：－ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        6 回（年度内計画を含む） 

刊行物  

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
＊能力開発支援事業委員会 
承認企画 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パブ

リックコメント等 
１．英文技術資料はネパール・ゴルガ地震の建築学会調査団の現地配布資料とし

て役立てることができた。 
目標の達成度 

（当初の活動計画と得られ

た成果との関係） 

１．英文技術資料の公開に向けた編集作業はほぼ計画通り実施した。 
２．災害委員会と連携し、建築学会ネパール地震の災害調査に協力した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．英文技術資料は、当初目標の出版・刊行から、運営委員会のサイトで公開す

る方針となった。途上国支援等国際協力を目的とした出版の在り方について、

学会として議論の必要があろう。 

 


